
授業科目 講義題目 単位 担当教員氏名
開講

ｾﾒｽﾀｰ
開講曜日・講時

平成30年度以前入学
者

読替先授業科目

社会学概論 現代社会の諸相 2 小松　丈晃 3 前期金曜日２講時

社会学概論
社会学的アプローチと

は
2 田代　志門 4 後期木曜日２講時

社会学基礎演習
エスノグラフィー講読入
門－反学校文化の社

会学
2 牛渡　亮 3 前期月曜日４講時

社会学基礎演習 質的社会調査入門 2 田代　志門 3 前期水曜日４講時

社会学基礎演習 社会学の基礎概念 2 上田　耕介 4 後期金曜日２講時

社会学基礎演習
リスクとアイデンティ
ティ、リスクと他者性

2 小松　丈晃 4 後期水曜日４講時

社会学各論 自己と承認の社会学 2 山尾　貴則 6 後期月曜日２講時

社会学各論
死と死にゆくことの社会

学
2 田代　志門 5 前期水曜日２講時

社会学各論 リスクと無知の社会学 2 小松　丈晃 6 後期火曜日４講時

社会学各論 質的研究概論 2 徳川　直人 5 前期水曜日３講時

社会学各論 農村社会と農村社会学 2 佐久間　政広 5 前期火曜日５講時

社会学各論
日本の思想遺産・主婦

論争を読む
2 妙木　忍 5 前期木曜日２講時

社会学各論
よき生と社会構想の社
会学：エーリッヒ・フロム

における批判と倫理
2 出口　剛司 集中 集中講義

社会学演習 リスクの難問 2 小松　丈晃 5 前期火曜日２講時

社会学演習
相互作用論的アプロー

チ入門
2 田代　志門 6 後期水曜日４講時

社会学実習 社会調査実習 2 田代　志門 5 前期金曜日３講時 ４講時

社会学実習 社会調査実習Ⅱ 2 田代　志門 6 後期金曜日３講時 ４講時

社会学専修



 

科目名：社会学概論／ Sociology (General Lecture) 

曜日・講時：前期 金曜日 ２講時 

セメスター：3 単位数：2  

担当教員：小松 丈晃  

コード：LB35203， 科目ナンバリング：LHM-SOC201J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：現代社会の諸相 

２．Course Title（授業題目）：the defining characteristics of modern society 

３．授業の目的と概要：U.ベックによれば、社会学には、（１）理論研究、（２）経験的研究およびそれによる理論の吟味、そし

て（３）時代診断という三つの課題があるとされる。社会学者たちは、みずからの生きる近現代社会をどんな社会として時代診

断し、理論化し、検証してきたのだろうか。この授業の目的は、社会学的な現代社会論をいくつか取り上げながら、現代社会の

構造と変動をマクロな視点から考察し、また同時に、そこで生きる個々人のライフコースの変容について検討することである。

授業の前半では、主に、近代化論とその問題について考える。授業の後半では、現代社会のさまざまな特徴に焦点を当てた現代

社会論を取り上げ、その議論が私たちの生活にとって有する意味について検討する。最後に、エネルギー問題や廃棄物、監視、

社会的排除を取り上げ、現代社会の「オフショア化」の見本例として考察する。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This is a lecture-centered course. 

According to Ulrich Beck, a well known German sociologist, Sociology must carry out the three basic tasks; 

(1)theoretical  investigations,(2)empirical researches and (3)diagnosis of the times. How the sociologists have 

"diagnosed" the modern societies and theorized? In this course, we will review the various theories of modern 

society and discuss the basic structures of modern society and its changes. In the first half of the course, we 

will mainly consider modernization theories and their limitations. In the second half of the course, we will take 

up the theories of contemporary society, which focus on various characteristics of our nowadays world, and examine 

the meaning of these discussions for our lives. Finally, we take up energy problems, waste issues, surveillance, 

and social exclusion as examples of the "offshoring" in society today. 

５．学修の到達目標：現代社会の構造やその変動について理解できるようになる 

それぞれの現代社会論の特徴と課題について学ぶ 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：This course is designed to help students (1) understand the structures of modern 

society and their changes and (2) recognize the features and problems of modern social theories.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

１・オリエンテーション 

２・社会の「機能分化」論の系譜 

３・社会の「機能分化」論の系譜 

４・近代化論の限界と世界システム論・従属理論の視角（１） 

５・近代化論の限界と世界システム論・従属理論の視角（２） 

６・再帰的近代化論とリスク社会論（１） 

７・再帰的近代化論とリスク社会論（２） 

８・グローバリゼーション 

９・マクドナルド化する現代 

１０・消費社会のゆくえ 

１１・廃棄物とエネルギー問題の社会学 

１２・社会的排除と包摂 

１３・監視のテクノロジーと社会 

１４・オフショア化する世界―不可視化の諸相― 

１５・まとめ 

８．成績評価方法： 

講義終了後のミニットペーパーへの記入内容 40％＋（中間・期末）レポート 60％で評価する 

９．教科書および参考書： 

 長谷川公一・浜日出夫・藤村正之・町村敬志,2019,『【新版】社会学』有斐閣 

その他、トピックに応じて参考文献を授業の中で指示する 

１０．授業時間外学習：適宜、授業において、次回までに自宅で行うべき学習課題を出します。 

また、授業時間外の資料収集に基づく中間レポートも提出してもらう予定です。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 

受講者があまりにも多い場合には、受講制限を行うことがある 



 

科目名：社会学概論／ Sociology (General Lecture) 

曜日・講時：後期 木曜日 ２講時 

セメスター：4 単位数：2  

担当教員：田代 志門  

コード：LB44204， 科目ナンバリング：LHM-SOC201J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：社会学的アプローチとは 

２．Course Title（授業題目）：Introduction to sociological inquiry 

３．授業の目的と概要：私たちの生きている近現代社会の特徴を知るとともに、社会調査によって社会のリアリティを把握する

方法の概要を学ぶ。社会調査のなかでも特に質的なアプローチを重視し、一般的なライフコースに沿って記述された教科書を用

いて授業を進める。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course provides an overview of sociology, focusing 

on qualitative social research. 

５．学修の到達目標：（1）近現代社会の特徴を多面的に説明することができる。 

（2）量的・質的アプローチによる社会調査の結果を批判的に読むことができる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：The aim of this course is that students think about modernity from sociological 

point of view.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1. 授業の進め方について 

2. 社会学とは 

3. 社会調査とは 

4. 出産の社会学（1） 

5. 出産の社会学（2） 

6. 教育の社会学（1） 

7. 教育の社会学（2） 

8. 中間まとめ 

9. 仕事と職業の社会学（1） 

10. 仕事と職業の社会学（2） 

11. 家族と結婚の社会学（1） 

12. 家族と結婚の社会学（2） 

13. 老いと病いの社会学（1） 

14. 老いと病いの社会学（2） 

15. まとめ 

８．成績評価方法： 

授業時の平常点 30％、レポート課題（2 回）70% 

９．教科書および参考書： 

 筒井淳也・前田泰樹『社会学入門――社会とのかかわり方』有斐閣 

１０．授業時間外学習：毎回、授業前に教科書の該当箇所に目を通す。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 

受講者は初回に必ず出席してください。出席できない場合は、事前にメールで連絡してください。 



 

科目名：社会学基礎演習／ Sociology (Introductory Seminar) 

曜日・講時：前期 月曜日 ４講時 

セメスター：3 単位数：2  

担当教員：牛渡 亮  

コード：LB31403， 科目ナンバリング：LHM-SOC202J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：エスノグラフィー講読入門－反学校文化の社会学 

２．Course Title（授業題目）：Introduction to Reading Ethnography: Sociology of Counter-School Culture 

３．授業の目的と概要：この授業では、エスノグラフィーの講読を通じて、質的社会調査で得られた資料がどのような分析を経

てひとつの作品として編み上げられるのかを学びます。そこで、学校エスノグラフィーの代表的研究である、ポール・ウィリス

の『ハマータウンの野郎ども』を取り上げます。受講生には、長期間の参与観察によって得られた不良少年たちの生活誌を、文

化と社会をめぐる理論的考察と結びつける力が求められます。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：In this course, students will understand how to read 

ethnography and think about the relationship between culture and society. 

５．学修の到達目標：この授業の到達目標は、①エスノグラフィーにおける調査と理論との関係性を読み解くことができる、②

ウィリスの文化的再生産論の概要を説明することができる、③専門書を精読し過不足のないレジュメを作成することができる、

の 3 つです。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：The purposes of this course are to help students ①analyze the relationship 

between research and theory in ethnography, ②explain the summary of cultural reproduction theory of Willis, 

③understand how to write a resume.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

授業ごとに担当者を決めて、要点や論点をまとめたレジュメの作成と報告をしてもらいます。そのうえで、参加者全員で議論

を行い、さらに理解を深めます。 

 

01. ガイダンス 

02. 文化的再生産論の諸相 

03. 反学校文化の特徴 ①権威への反抗 

04. 反学校文化の特徴 ②排斥とアイデンティティ 

05. 反学校文化の形態 ①階級と文化 

06. 反学校文化の形態 ②学校制度と文化 

07. 学校と職場 ①進路指導 

08. 学校と職場 ②職場への移行 

09. 不良少年の洞察 ①予期的社会化 

10. 不良少年の洞察 ②公教育制度の矛盾 

11. 反学校文化の意図せざる結果 ①分断 

12. 反学校文化の意図せざる結果 ②内なるイデオロギー 

13. 社会の再生産における文化の役割 ①象徴と生産 

14. 社会の再生産における文化の役割 ②文化の創造的可変性 

15. まとめ 

８．成績評価方法： 

期末レポート     ［60％］ 

発表・授業への取り組み［40％］ 

９．教科書および参考書： 

 ポール・ウィリス，1996，『ハマータウンの野郎ども』（筑摩書房） 

１０．授業時間外学習：議論するためには、参加者全員が教科書の該当箇所を授業前に読んでいることが必要です。 

［Students are required to prepare for the assigned part of the textbook for each class.］ 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 

質問は授業終了後に受け付けます。 

［Questions are accepted after class.］ 



 

科目名：社会学基礎演習／ Sociology (Introductory Seminar) 

曜日・講時：前期 水曜日 ４講時 

セメスター：3 単位数：2  

担当教員：田代 志門  

コード：LB33408， 科目ナンバリング：LHM-SOC202J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：質的社会調査入門 

２．Course Title（授業題目）：Introduction to qualitative social research 

３．授業の目的と概要：様々な質的研究法の概要を理解するとともに、それらの方法論に基づいて執筆された論文の精読を行う

ことを通じて質的社会調査の実際を学ぶ。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course provides an overview of qualitative social 

research methods. 

５．学修の到達目標：（1） 質的研究法の特徴を理解できるようになる 

（2） 質的社会調査に基づく研究成果を批判的に読むことができる 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：The aim of this course is that students understand how to collect and analyze 

qualitative data based on different methods.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1 演習の進め方について 

2 質的研究とは何か 

3 質的研究におけるデータ収集 

4 フィールドワーク（1） 

5 フィールドワーク（2） 

6 参与観察（1） 

7 参与観察（2） 

8 生活史（1） 

9 生活史（2） 

10 中間まとめ 

11 質的研究の実例を読む（1） 

12 質的研究の実例を読む（2） 

13 質的研究の実例を読む（3） 

14 質的研究の実例を読む（4） 

15 まとめ 

８．成績評価方法： 

授業時の平常点 50％、課題レポート 50% 

９．教科書および参考書： 

 岸政彦・石岡丈昇・丸山里美『質的社会調査の方法』（有斐閣、2016 年） 

１０．授業時間外学習：毎回、授業前に該当文献を読み込み、自分の意見をまとめて授業に臨む。報告を担当する際は、関連す

る文献や資料にも目を配り、十分な検討のうえで報告資料を作成する。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 

受講者は初回に必ず出席してください。出席できない場合は、事前にメールで連絡してください。 



 

科目名：社会学基礎演習／ Sociology (Introductory Seminar) 

曜日・講時：後期 金曜日 ２講時 

セメスター：4 単位数：2  

担当教員：上田 耕介  

コード：LB45205， 科目ナンバリング：LHM-SOC202J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：社会学の基礎概念 

２．Course Title（授業題目）：The Fundamental Concepts of Sociology 

３．授業の目的と概要： この授業は、英文テキストを丁寧に逐語訳しながら、社会学の基礎概念を学修する。テキストは、マ

ックス・ウェーバー『経済と社会』第 1 部の英訳、The Theory og Social and Economic Organization に付された訳者（タルコ

ット・パーソンズ）の序文を用いる。ウェーバー、パーソンズともに、社会学を学ぶ上で避けては通れない大物理論家である。

この序文は英文で 80 頁を超えるものであり、パーソンズによるウェーバーの解釈が示されており、非常に興味深い。演習の最

初は、テキストを読む上で必要になる知識を獲得するため、講義形式でマルクス、ウェーバー、パーソンズについて概説する。

その後、参加者が分担して、逐語訳を行っていく。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：In this course, you will learn the fundamental concepts 

of sociology while carefully translating English texts verbatim. The text is the Introduction by the translator 

(Talcot Parsons) attached to The Theory of Social and Economic Organization, an English translation of Max Weber's 

Wirtschaft und Gesellschaft,erster Teil. Both Weber and Parsons are big theorists who are inevitable in studying 

sociology. This Introduction is over 80 pages in English and is very interesting as it shows Parsons' interpretation 

of Weber. At the beginning of the exercise, we will learn outlines of Marx, Weber, and Parsons in lectures in order 

to acquire the knowledge necessary for reading the text. After that, the participants will share the work and 

translate it verbatim. 

５．学修の到達目標：①社会科学の英語文献に慣れる 

②社会学の基礎概念を修得する 

③それらを用いて社会の問題を考えることが出来る 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：The purpose of this course is to help students  

    1. get used to the English literature of social sciences,  

    2. acquire the fundamental concepts of sociology, 

    3. think about social problems with them.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1．講義：カール・マルクス 

2．講義：マックス・ウェーバー 

3．講義：タルコット・パーソンズ 

4-15．英文精読 

 ・ウェーバーの人と学問 

 ・ウェーバーの社会科学方法論、行為論 

 ・ウェーバーの経済社会学 

 ・支配の社会学 

 ・近代西欧社会の理解 

８．成績評価方法： 

レポート（50％）、出席および議論への参加状況（50％） 

９．教科書および参考書： 

 Max Weber, The Theory of Social and Economic Organization, editid wit an intoroduction byTalcott Parsons. 

その他の文献は授業中に指示する。 

１０．授業時間外学習：指定した範囲まで、テキストを読んでくる。 

報告分担者は、訳文を作成する。 

Students are required to read the text, and transtate it by turn. 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：社会学基礎演習／ Sociology (Introductory Seminar) 

曜日・講時：後期 水曜日 ４講時 

セメスター：4 単位数：2  

担当教員：小松 丈晃  

コード：LB43406， 科目ナンバリング：LHM-SOC202J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：リスクとアイデンティティ、リスクと他者性 

２．Course Title（授業題目）：Risk and Self-Identity, Risk and "Otherness” 

３．授業の目的と概要：この基礎演習は、【社会学の基礎文献を読みこなす】力を養うことを目的としている。 

私たちは、日常生活のなかで、どのようなリスクとかかわり、それとどのように向き合っているだろうか。ドイツの社会学者ウ

ルリッヒ・ベックのリスク社会論は、たんに、科学技術に関連したリスクについてのみ議論しているわけではなく、アイデンテ

ィティや文化、ジェンダー、排除といった社会学にとって重要な諸問題についても触れるものであった。リスクとの日常的な関

わり方は、私たちのアイデンティティと深く関わり、また、「他者」に関する表象にも大きな影響をもたらす（例、「他者」の排

除）。この基礎演習では、リスクを概説的に論じている英語のテキストを用いて、とくに、リスクの概念と自己アイデンティテ

ィ、あるいは「他者性」との関係について詳細に吟味してみたい。2020 年以降のパンデミックの経験など最新の世界状況をふま

えて考察を深める。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：【This introductory seminar aims to develop the ability 

to read the basic literatures of sociology.】 

What risks do we face in our daily lives? The German sociologist Ulrich Beck's theory of "risk society" not only 

discussed risks related to science and technology, but also various important issues for sociology, such as 

"identity", "culture", "gender" and "social exclusion". The way we relate to various risks in our daily lives is 

deeply related to our identities and also has a great impact on the representation of the "Other." In this seminar, 

we would like to use an English textbook that outlines the sociological/cultural theories of risk, in particular, 

to examine in detail the relationship between the concept of risk and self-identity or "Otherness." We will deepen 

our consideration based on the latest world situation such as the experience of the COVID-19 pandemic. 

５．学修の到達目標：社会学の基本的な外国語文献を読む力を習得する 

現代社会の重要な問題を論じるさいの基礎視角を身につける 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：(1)Students will develop the reading skills to understand the basic sociological 

English texts. 

(2)Students will find a clue for addressing the big issues of contemporary society.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

（１）イントロダクション 

（２）リスクの社会学についての講義―基礎概念を学ぶ―（１） 

（３）リスクの社会学についての講義―基礎概念を学ぶ―（２） 

（４）リスクと文化（１） 

（５）リスクと文化（２） 

（６）リスクと文化（３） 

（７）リスクとアイデンティティ（１） 

（８）リスクとアイデンティティ（２） 

（９）リスクとアイデンティティ（３） 

（１０）リスクとアイデンティティ（４） 

（１１）リスクと他者性（１） 

（１２）リスクと他者性（２） 

（１３）リスクと他者性（３） 

（１４）リスクと他者性（４） 

（１５）まとめ 

８．成績評価方法： 

授業中の報告内容 70％とレポート 30％で評価する 

９．教科書および参考書： 

 Rupton,D.,2013,Risk(2nd Edition),Routledge. 

１０．授業時間外学習：受講者は全員、授業時間外に、毎回、対象となるテキスト（英語）を読んでおき、授業時間までに、報

告レジュメを作成し、論点や疑問点を提示しなくてはならない。入念な予習と復習が求められる。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：社会学各論／ Sociology (Special Lecture) 

曜日・講時：後期 月曜日 ２講時 

セメスター：6 単位数：2  

担当教員：山尾 貴則  

コード：LB61203， 科目ナンバリング：LHM-SOC301J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：自己と承認の社会学 

２．Course Title（授業題目）：Sociology of Identity and Recognition 

３．授業の目的と概要：本講義では、社会学的な自己論を検討する。その上で自己の形成にとって承認という契機がもつ重要性

について論じる。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course provides an overview of the sociology of 

self-identity. And then We will discuss the importance of recognition in self-identity. 

５．学修の到達目標：本講義を通して、社会学的な自己論を理解することができるようになること、承認という契機がもつ重要

性を理解することができるようになることが学習の到達目標である。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：The purpose of this course is to help students understand of the sociology of 

self-identity and explain the importance of the recognition in shaping of self-identity.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1. はじめに 

2. 生理的早産−人間にとっての社会の必要性 

3. 社会から隔絶されることの意味（1）−「カスパー・ハウザー」を手がかりに 

4. 社会から隔絶されることの意味（2）−「カスパー・ハウザー」を手がかりに 

5. 自己の形成と発達（1）−G.H.ミードのコミュニケーション論 

6. 自己の形成と発達（2）−G.H.ミードの自我論 

7. 自己と役割（1) −E.ゴフマンの役割論 

8. 自己と役割 (2) −多様な役割遂行と役割遂行の困難 

9. 自己と役割 (3) −役割と自己との葛藤 

10. 現代社会における自己（1）−A.ギデンズの社会理論 

11. 現代社会における自己（2）−A.ギデンズの再帰的自己論 

12. 自己と承認（1）−A.ホネットの承認論 

13. 自己と承認（2）−承認をめぐる闘争 

14. 自己と承認（3）−失われた自己信頼の回復 

15. まとめとふりかえり 

８．成績評価方法： 

毎回のコメントシート（30％）、試験（70％）で評価する。 

９．教科書および参考書： 

 講義時に適宜紹介する。 

１０．授業時間外学習：新聞や書籍を通して、授業内容に関する情報や話題を収集すること 。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：社会学各論／ Sociology (Special Lecture) 

曜日・講時：前期 水曜日 ２講時 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：田代 志門  

コード：LB53203， 科目ナンバリング：LHM-SOC301J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：死と死にゆくことの社会学 

２．Course Title（授業題目）：Sociology of death and dying 

３．授業の目的と概要：現代社会における死の問題の特徴は、かつてないほどの個人の選択の強調と医療の関与の増大にある。

本講義では、終末期医療に関する様々なトピックを取り上げ、こうした現状を批判的に捉え直すことを試みる。なお、受講生に

は、授業で学んだことを活かして死に関わる興味深い現象を自ら見出し、その背景や意味について考察することが求められる。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course provides an overview of ethical and legal 

issues in end-of-life care in contemporary Japan from sociological perspective. 

５．学修の到達目標：終末期医療の現場で生じている様々な課題について基礎的な知識を得るとともに、それらの問題を文化や

社会構造と関連づけて理解することができる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：The aim of this course is that students think about issues regarding death and 

dying from sociological point of view.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1. 授業の進め方について  

2. 現代社会における死（1） 「死にゆく過程」の発見 

3. 現代社会における死（2） なぜ死生観が時代の問いになるのか 

4. 「死ぬ権利」の社会学（1） 安楽死・尊厳死とは 

5. 「死ぬ権利」の社会学（2） 誰のための尊厳死？ 

6. 死の社会学の系譜（1） デス・スタディのなかの社会学 

7. 死の社会学の系譜（2） 死の何が「抑圧」されているのか 

8. 中間まとめ 

9. 終末期ケアの社会学（1） ホスピス・緩和ケアの可能性と課題 

10. 終末期ケアの社会学（2） 耐え難い苦痛と鎮静（セデーション） 

11. 終末期ケアの社会学（3） 未決の問いとしてのがん告知 

12. 終末期ケアの社会学（4） アドバンス・ケア・プランニングとは 

13. 死生観の社会学（1） 死者との邂逅 

14. 死生観の社会学（2） 受け継がれていく生 

15. まとめ 

８．成績評価方法： 

授業時の平常点 50％、課題レポート 50% 

９．教科書および参考書： 

 田代志門『死にゆく過程を生きる――終末期がん患者の経験の社会学』（世界思想社、2016 年） 

トニー・ウォルター『いま死の意味とは』（岩波書店、2020 年） 

１０．授業時間外学習：適宜、授業で指示した課題に取り組む。報告を求められた際には、教科書・参考書以外の関係する文献・

資料にも目を通して報告資料を作成する。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 

受講者は初回に必ず出席してください。出席できない場合は、事前にメールで連絡してください。 



 

科目名：社会学各論／ Sociology (Special Lecture) 

曜日・講時：後期 火曜日 ４講時 

セメスター：6 単位数：2  

担当教員：小松 丈晃  

コード：LB62402， 科目ナンバリング：LHM-SOC301J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：リスクと無知の社会学 

２．Course Title（授業題目）：sociology of risk and non-knowing 

３．授業の目的と概要：講義形式で進める授業である。現代社会は、自然災害と科学技術が連動しあう複合災害のリスクに備え

なければならない。この授業では、社会学的なリスクや安全に関する研究を概観しながら、複雑化する現代社会におけるリスク

とのつきあい方について考えていきたい。最初に、社会学におけるリスクに関する議論を概説し、その後、科学論「第三の波」

等、科学社会学の展開状況もふまえながら、科学的専門知の有り様について考察する。最後に、東日本大震災をはじめとする超

広域複合災害を念頭におきながら、リスクと信頼と無知（想定外）の間の捻れた関係、またそれがもたらす問題について、組織

論の観点もまじえながら、考察する。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This is a lecture-centered course.  

We need to prepare against the risk of complex disasters in which the natural disaster and technological crisis 

occur simultaneously. This course is designed to help students understand the outline of sociological risk theories 

and gain the perspective needed to discuss the way to cope with the new risks that face us. First, the sociological 

risk theories are reviewed. Then the public's confidence in science and the responsibility of the experts will be 

discussed. Finally, we consider the distorted relationship between risk, trust(or confidence) and ignorance and 

the critical problems resulting from this relationship. 

５．学修の到達目標：・現代社会が直面するリスクとのつきあい方について、自分なりに考察できる手がかりを得る。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：This course is designed to help students gain the perspective needed to discuss 

the way to cope with the new risks.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

１．リスク論事始め 

２．リスク社会論再考―U.ベックの社会理論の検討― 

３．社会システム論によるリスク研究―N.ルーマンについて― 

４．メアリー・ダグラスのリスク論と E.デュルケムの観点 

５．リスクと道徳（１） 

６．リスクと道徳（２） 

７．リスク社会と信頼（１） 

８．リスク社会と信頼（２） 

９．リスクの社会的増幅・減衰の枠組み(SARF) 

１０．リスクガバナンスの考え方(1) 

１１．リスクガバナンスの考え方(2) 

１２．リスクと信頼の捻れた関係―新制度派組織論の視点― 

１３．「想定外」の社会学―「無知」とどうつきあうか―（１） 

１４．「想定外」の社会学―「無知」とどうつきあうか―（２） 

１５．まとめ 

８．成績評価方法： 

授業終了後のミニットペーパーへの記入内容と平常点 40％＋レポート提出 60％で評価 

９．教科書および参考書： 

 教科書はありません。参考書は、授業の各トピックに応じて、参考にすべき文献を適宜指示する 

１０．授業時間外学習：授業において、適宜、自宅で行うべき学習課題を出す予定 

授業時間外での資料収集に基づいた中間レポートも提出してもら予定です 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：社会学各論／ Sociology (Special Lecture) 

曜日・講時：前期 水曜日 ３講時 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：徳川 直人  

コード：LB53303， 科目ナンバリング：LHM-SOC301J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：質的研究概論 

２．Course Title（授業題目）：Introduction to Qualitative Inquiry in Sociology 

３．授業の目的と概要：社会学における質的方法の理論と方法について学ぶ。参加者は教材を読み、資料収集や日常観察などの

実践を試みることで、理解を深める。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：In this course, students will learn some methods and 

theories in sociological qualitative inquiry in introductory lectures, and understand them through reading texts, 

and some practice of documents collection and observation in everyday life. 

５．学修の到達目標：１）質的研究法の基礎的技法、考え方、意義と限界が理解できるようになる。 

２）フィールドワークやインタビューを初歩的な形で実践できる基礎素養が身につく。 

３）調査のモラルと倫理、責任について考慮できるようになる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)： Through this course students will become able to 1) understand fundamental 

methods and theories of qualitative inquiry with their significance and limits, 2) acquire background knowledge to 

conduct some fieldwork or interview in elementary form, and 3) c  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

以下の順に講じる。各項目についての下読みおよび宿題が必須である。毎回の授業で参加者はキーワードの説明や質問を求め

られる。学期末には試験ではなくレポートを課す。 

１．質的分析法入門  

２．感受概念 

３．方法としてのフィールドノート         

４．非構造的・半構造的インタビューと調査票の設計   

５．聞き書き 

６．インタビュー 

７．自然主義的観察    

８．参与観察   

９．グラウンデッドな接近法     

10．エスノメソドロジー   

11．エスノグラフィー    

12．事例分析とモノグラフ  

13．生活史とヒューマン・ドキュメント   

14．アクション・リサーチ    

15．調査倫理 

８．成績評価方法： 

 平常点（50%）と学期末レポート(50%）を総合的に加味して評価する。 

９．教科書および参考書： 

 エマーソンら『方法としてのフィールドノート』（1995）、シュワント『質的研究用語事典』（2007）、細谷『現代と日本農村社

会学』（1998）など複数を教室にて指示する。 

また、教材的読み物としてオリジナル資料を作成する。 

Books and papers will be introduced in class, such as Writing Ethnographic Fieldnotes by Emerson et.al.(1995), 

Dictionary of Qualitative Inqu 

１０．授業時間外学習：各項目についての下読みおよび宿題が必須である。 

Students are required preparatory readings and some home works. 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：社会学各論／ Sociology (Special Lecture) 

曜日・講時：前期 火曜日 ５講時 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：佐久間 政広  

コード：LB52502， 科目ナンバリング：LHM-SOC301J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：農村社会と農村社会学 

２．Course Title（授業題目）：Rural communities and ｒural ｓociolgy in Japan 

３．授業の目的と概要：本講義では、農村社会を理解するための基礎的な視角、および農村社会の歴史的変化に関する知見を社

会学の見地から提供するとともに、農村社会学の誕生と展開について講ずる。あわせて今日の農山村社会の直面する諸問題、と

りわけ過疎高齢化の深刻な山村の諸問題に関して理解を深める。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course provide an overview of the hisitory of 

the development of rural sociology to help students understand the historical changes of rural communities in 

Japan. 

５．学修の到達目標：①日本農村を理解するために必要な概念である家と村の基本的な特質について説明できる。 

②日本における農村社会学の成立と発展の概略について説明できる。 

③日本における農村社会の歴史的変化について大まかに説明することができる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：The purpose of this course is to help students explain the hisitory of the 

development of rural sociology and the historical changes of regional communities in Japan.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

内容及び進度予定は以下の通りである。 

1 オリエンテーション  

2 農山村社会を理解する 

3 村落社会における助け合い 

4 村落社会における二つの共同 

5 「交換」の視点から農村と都市をみる 

6 家とは何か 

7 村の誕生 

8 高度成長期以前の農村社会 

9 農業の近代化と農村社会 

10 今日の農山村社会 

11 鈴木栄太郎の自然村の理論 

12 有賀喜左衛門の家連合の理論 

13 竹内利美の講・組、年序階梯組織の理論 

14 細谷昂の農村研究 

15 まとめ 

８．成績評価方法： 

授業への取り組み 50％、レポート 50％ 

９．教科書および参考書： 

 教科書は使用しない。参考書として、細谷昂『現代と日本農村社会学』1998 年、細谷昂『家と村の社会学－東北水稲作地方の

事例研究－』2012 年    [No textbooks will be used. Students should take notes on their own.] 

１０．授業時間外学習：新聞や書籍を通して、授業内容に関する情報や話題を収集すること 。[Students are required to collect 

information and topics related to the content of the class using newspapers and books.] 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：社会学各論／ Sociology (Special Lecture) 

曜日・講時：前期 木曜日 ２講時 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：妙木 忍  

コード：LB54205， 科目ナンバリング：LHM-SOC301J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：日本の思想遺産・主婦論争を読む 

２．Course Title（授業題目）：Japan’s heritage of thought: Reading the Housewife Controversy 

３．授業の目的と概要：本授業では、日本の社会史的変遷を学ぶとともに、日本の思想遺産である主婦論争を解読することを目

的としている。さらに、男性や社会にもかかわる論点がなぜ女性の論点として論じられてきたのか、なぜ女性のライスコース選

択をめぐる論争が時代や論点の変容を経ても繰り返されるのかなど、社会のメカニズムについても考察する。さらに、東大祝辞

（2019 年）を読み解くことを通して、日本におけるジェンダー問題を把握し、一人一人が生きやすい社会になるためにはどのよ

うにしていきたいかを主体的に考える。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：The purpose of this course is to give an overview of 

socio-economic change in Japan and interpret the Housewife Controversy, part of Japan’s heritage of thought. It 

also aims to analyze social mechanisms such as why the controversy revolved around women despite also concerning 

men and wider society, and why controversy regarding women’s choice of life course continues even as the era and 

talking points change. Furthermore, through a reading of Chizuko Ueno’s 2019 Matriculation Ceremony Congratulatory 

Address at the University of Tokyo, this course will help students grasp social problems in Japan from the 

perspective of gender, and explore how we can take independent action to change society. 

５．学修の到達目標：日本における社会史的変遷やジェンダー規範の変容について理解する。 

ジェンダーの視点から社会を読み解く力を身につける。 

自分の問題関心にそって問いを立て、解くことができる力を身に付ける。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：This course is designed to help students understand socio-economic change and 

the transformation of gender norms in post-war Japan.  

It aims to consider social problems from the perspective of gender. 

It also aims to help students think about issues of  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

本授業は、講義を中心に進める。レスポンス・カードを用いた質疑応答や発表も取り入れる。内容および進度は以下の通りで

ある。 

 

第 1 回 イントロダクション 

第 2 回 家族の戦後体制と統計データ 

第 3 回 主婦論争とは何か 

第 4 回 第 1 次主婦論争（1950 年代） 

第 5 回 第 2 次主婦論争（1960 年代） 

第 6 回 第 3 次主婦論争（1970 年代） 

第 7 回 第 4 次主婦論争（1980 年代） 

第 8 回 第 5 次主婦論争（1990 年代） 

第 9 回 第 6 次主婦論争（2000 年代） 

第 10 回 主婦論争の通時的分析 

第 11 回 日本におけるジェンダー規範の変容 

第 12 回 東大祝辞(2019 年)を読む 

第 13 回 発表と討論① 

第 14 回 発表と討論② 

第 15 回 まとめ 

８．成績評価方法： 

授業への関与度（15％）、出席（15％）、発表（20％）、レポート（50％） 

９．教科書および参考書： 

 教科書は使用しない。レジュメを配布する。参考文献は適宜紹介する。 

No textbook will be used. Handouts will be provided at every class. Reference materials will be introduced as 

necessary. 

１０．授業時間外学習：授業の予習と復習、宿題、発表準備、レポート執筆。 

Students are required to prepare and review for each class. Assignments may be given, and preparation for a 

presentation and an essay will also be required. 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

毎回授業の最後にレスポンス・カードを提出する。 

Students will be requested to complete a response card at the end of each class. 



 

科目名：社会学各論／ Sociology (Special Lecture) 

曜日・講時：通年集中 その他 連講 

セメスター：集中 単位数：2  

担当教員：出口 剛司  

コード：LB98807， 科目ナンバリング：LHM-SOC301J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：よき生と社会構想の社会学：エーリッヒ・フロムにおける批判と倫理 

２．Course Title（授業題目）：Sociology for good life and social vision: Critique and ethics in Erich Fromm 

３．授業の目的と概要：社会学はこれまで「よき生」とそれを実現するための「社会構想」を探求してきたが、それらを明確に

自らの理論展開に組み込んでこなかった。本講義では、上記の課題に答えるべく『自由からの逃走』で著名なエーリッヒ・フロ

ムの社会学を取り上げ、その社会批判と倫理思想を明らかにする。主著『自由からの逃走』は、近代的自由が「自由を放棄する

自由」をその内部に含むことを意味する。今日、グローバル化という大きな社会変動において、人々は国民国家やそれに付随す

るさまざまな社会制度が解体する危機に直面し、莫大な選択の自由と過酷な自己責任の原則にさらされる一方、新たな危機管理

と経済的な効率性追求の下、さらなる統制と管理を導入する必要性に迫られている。こうした「自由と自由の放棄」というパラ

ドクシカルな現実を認識し生き抜くための社会学と「生の技法」を、ナチス支配のドイツ、戦後アメリカの自由主義社会に生き

たフロムの生涯と著作を概観することを通して、明らかにしていく。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：Sociology has pursued good life and social vision for 

its realisation but has not incorporated them into its theoretical development. In this lecture, we will discuss 

the sociology of Erich Fromm, who is famous for his book Escape from Freedom, and elucidate his social critique 

and ethical thought to solve this problem. Escape from Freedom implies that modern freedom includes the ‘freedom 

to renounce freedom’. Today, amid the great social change of globalisation, as the nation-state and its various 

social institutions face the danger of erosion, people are subjected to enormous freedom of choice and harsh 

principles of self-responsibility, while at the same time new controls and regulations are introduced in the pursuit 

of crisis management and economic efficiency. In this lecture, we will examine the life and writings of Fromm, who 

lived in Nazi-controlled Germany and post-war liberal society in the U.S. and clarify the paradoxical realities of 

‘freedom and renouncement of freedom’ and sociological theory and ‘art of living’ to survive them. 

５．学修の到達目標：エーリッヒ・フロム及びフランクフルト学派の批判理論の特徴を理解し、社会学的研究において必要とさ

れる理論的思考を身に着けることをめざす。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Students will understand Critical theory of Erich Fromm and the Frankfurt school 

and learn a way of theoretical thinking which is needed for sociological study.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

１．社会学理論史の方法 

２．擬似メシアとユダヤ神秘主義 

３．権威と家族 

４．自然支配と社会統制 

５．ユートピアとしての母権制 

６．近代と主体の文明史 

７．亡命と自由からの逃走 

８．フロムとニーチェ 

９．疎外とナルシシズム 

10．希望なき時代の希望 

11．フロムとアドルノ＝ホルクハイマー（自然的理性と啓蒙的理性） 

12．フロムとハーバマス（人間的自然と社会批判） 

13．フロムとホネット（自己実現と承認） 

14．フロムとローザ（批判理論とよき生の社会学） 

８．成績評価方法： 

レポート 

９．教科書および参考書： 

 出口剛司著『エーリッヒ・フロム』（新曜社） 

１０．授業時間外学習：事前に『自由からの逃走』もしくは『愛するということ』を通読しておくことが望ましい。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：社会学演習／ Sociology (Seminar) 

曜日・講時：前期 火曜日 ２講時 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：小松 丈晃  

コード：LB52208， 科目ナンバリング：LHM-SOC302J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：リスクの難問 

２．Course Title（授業題目）：risk conundrums 

３．授業の目的と概要：不確実性やリスクは、災害・環境・健康・科学技術・犯罪等といった多様な問題領域と関わり合いなが

ら、昨今の社会学でも重要な概念の一つと目されるようになっている。しかし、複雑性の増大した現代社会においては、解決へ

の道を見つけがたいさまざまな「リスクの難問(risk conundrums)」が頻出している。この演習では、社会学的なリスク研究の

第一人者が編集したテキストに基づいて、自然災害、環境破壊、エネルギー問題など多様な事例にそくして、そうした難問を解

決するための道筋を、受講者とともに探っていきたい。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)："Uncertainty" and "Risk" are treated as the basic 

concepts of sociology today. Those are related to the various subjects such as disater, environmental 

problem,crime,and technological crisis. In the complex society we live in today various "risk conundrums" that make 

it difficult to find a solution are frequently occurring. In this seminar, based on a text edited by a leading 

sociological risk researcher, we will consider the path to solve such unsolvable problems in various cases such as 

natural disasters, environmental destruction, and energy problems. 

５．学修の到達目標：・社会学の専門文献の読解方法を習得する 

・リスクや不確実性を社会学的に論じるさいの基本的視角を学ぶ 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：(1)Students will develop the reading skills to understand the sociological texts  

(2)Student will find a clue for addressing the problem of risk and uncertainty sociologically.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1. イントロダクション  

2. 信頼が失われたとき 

3. 信頼が失われたとき 

4. 信頼が失われたとき 

5. カタストロフィックなリスクに直面したとき 

6. カタストロフィックなリスクに直面したとき 

7. 予想外の事態に向き合うとき 

8. 予想外の事態に向き合うとき 

9. 予想外の事態に向き合うとき 

10. 専門家の間で論争になっているとき 

11. 専門家の間で論争になっているとき 

12. 専門家の間で論争になっているとき 

13. エネルギー問題にかかわるリスクに直面したとき 

14. エネルギー問題にかかわるリスクに直面したとき 

15．まとめ 

８．成績評価方法： 

授業での発言・平常点 70％＋レポート 30％による 

９．教科書および参考書： 

 Kasperson,R.E.,2017,Risk Conundrums: Solving Insolvable Problems, Earthscan. 

その他、必要な参考文献については、授業のなかで指示する。 

１０．授業時間外学習：受講者は全員、授業時間外に、毎回対象となるテキスト（英語）を読み、授業時間までに、報告レジュ

メを作成し論点や疑問点を提示しなくてはならない。入念な予習と復習が要求される。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 



 

科目名：社会学演習／ Sociology (Seminar) 

曜日・講時：後期 水曜日 ４講時 

セメスター：6 単位数：2  

担当教員：田代 志門  

コード：LB63404， 科目ナンバリング：LHM-SOC302J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：相互作用論的アプローチ入門 

２．Course Title（授業題目）：Introduction to the Interactionist Sociology 

３．授業の目的と概要：相互作用論的アプローチに関する社会学の古典的著作の精読を通じて基本的な考え方を学ぶ。具体的に

はハワード・S・ベッカーの初期の代表作である『アウトサイダーズ』を取り上げ、領域横断的に人間のあらゆる活動を「集合行

動」として分析する視点を身につける。また併せて彼の「私たちは誰の側に立っているのか？（”Whose Side Are We On？”）」

論文及びその関連文献を読み、社会調査における党派性とバイアスについて考える。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course provides an overview of the interactionist 

sociology, focusing on Howard S. Becker’s works. 

５．学修の到達目標：（1）社会学における相互作用論的アプローチを理解する 

（2）社会調査における党派性とバイアスについて自身の見解を述べることができる 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：The aim of this course is that students understand Interactionist approach in 

Sociology.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1. 演習の進め方について 

2. 第二次シカゴ学派とベッカー社会学（1） 

3. 第二次シカゴ学派とベッカー社会学（2） 

4. 『アウトサイダーズ』を読む（1） 

5. 『アウトサイダーズ』を読む（2） 

6. 『アウトサイダーズ』を読む（3） 

7. 『アウトサイダーズ』を読む（4） 

8. 『アウトサイダーズ』を読む（5） 

9. 中間まとめ 

10. 「私たちは誰の側に立っているのか？」論争（1） 

11. 「私たちは誰の側に立っているのか？」論争（2） 

12. 「私たちは誰の側に立っているのか？」論争（3） 

13. 「私たちは誰の側に立っているのか？」論争（4） 

14. 「私たちは誰の側に立っているのか？」論争（5） 

15. まとめ 

８．成績評価方法： 

授業内での報告・発言 50%、課題レポート 50% 

９．教科書および参考書： 

 ハワード・S・ベッカー『完訳 アウトサイダーズ』（現代人文社、2011 年） 

１０．授業時間外学習：毎回、授業前に該当文献を読み込み、自分の意見をまとめて授業に臨む。報告を担当する際は、関連す

る文献や資料にも目を配り、十分な検討のうえで報告資料を作成する。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 

受講者は初回に必ず出席してください。出席できない場合は、事前にメールで連絡してください。 



 

科目名：社会学実習／ Sociology (Field Work)I 

曜日・講時：前期 金曜日 ３講時.前期 金曜日 ４講時 

セメスター：5 単位数：2  

担当教員：田代 志門  

コード：LB55306， 科目ナンバリング：LHM-SOC303J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：社会調査実習 

２．Course Title（授業題目）：Social Research Methods 

３．授業の目的と概要：社会調査の概要（意義、種類、方法、歴史、課題、技法等）を網羅的に学ぶとともに、後期に予定され

ている調査実施に向けた準備作業を行う。特にインタビュー調査の技法については模擬インタビューの実施を含め集中的に学

ぶ。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course aims to improve the students’ ability to 

plan and conduct social research by themselves. 

５．学修の到達目標：（1） 社会調査の方法と論点を理解する。 

（2） 社会調査のための問題設定、仮説構築を行う。 

（3） インタビュー調査の技法を身につける。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Students will develop basic skills for planning and conducting social research.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1 社会調査とは 

2 研究計画とは 

3 社会調査の方法（1） 

4 社会調査の方法（2） 

5 社会調査の方法（3） 

6 社会調査の方法（4） 

7 社会調査の方法（5） 

8 調査倫理 

9 問題の設定（1） 

10 問題の設定（2） 

11 既存の調査の検討（1） 

12 既存の調査の検討（2） 

13 仮説の構成（1） 

14 仮説の構成（2） 

15 調査対象の選定 

８．成績評価方法： 

成績評価の方法：授業時の平常点 50％、課題レポート 50% 

９．教科書および参考書： 

 岸政彦・石岡丈昇・丸山里美『質的社会調査の方法』（有斐閣、2016 年） 

佐藤郁哉『社会調査の考え方』（上）（下）（東京大学出版会、2015 年） 

１０．授業時間外学習：グループ単位でそれぞれが調査の全過程の作業を行うため、グループ内で各段階での課題を検討し、必

要な準備を行う。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 

受講者は初回に必ず出席してください。出席できない場合は、事前にメールで連絡してください。 



 

 

科目名：社会学実習／ Sociology (Field Work)I 

曜日・講時：後期 金曜日 ３講時.後期 金曜日 ４講時 

セメスター：6 単位数：2  

担当教員：田代 志門  

コード：LB65306， 科目ナンバリング：LHM-SOC303J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：社会調査実習Ⅱ 

２．Course Title（授業題目）：Social Research MethodsⅡ 

３．授業の目的と概要：質的データ分析法について理解を深めるとともに、前期で行った予備作業を踏まえて調査を実施し、調

査結果の分析を行い、調査報告書を作成する。 

４．Course Objectives and Course Synopsis(授業の目的と概要)：This course aims to improve the students’ ability to 

plan and conduct social research by themselves. 

５．学修の到達目標：（1） 質的データの分析法を身につける。 

（2） 設定したテーマについて社会調査を実施し、その分析を行えるようになる。 

６．Learning Goals(学修の到達目標)：Students will develop basic skills for planning and conducting social research.  

７．授業の内容・方法と進度予定： 

1 調査の企画 

2 調査項目の設定（1） 

3 調査項目の設定（2） 

4 インタビューの実施（1） 

5 インタビューの実施（2） 

6 質的データ分析法（1） 

7 質的データ分析法（2） 

8 質的データ分析法（3） 

9 調査結果の整理・分析（1） 

10 調査結果の整理・分析（2） 

11 調査結果の整理・分析（3） 

12 調査報告書の作成（1） 

13 調査報告書の作成（2） 

14 調査報告書の作成（3） 

15 調査報告（口頭発表） 

８．成績評価方法： 

授業時の平常点 50％、課題レポート 50% 

９．教科書および参考書： 

 グラハム・R・ギブズ『質的データの分析』（新曜社、2017 年） 

１０．授業時間外学習：グループ単位でそれぞれが調査の全過程の作業を行うため、グループ内で各段階での課題を検討し、必

要な準備を行う。 

１１．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

«実務・実践的授業/Practicalbusiness» 

１２．その他：なし 

受講者は初回に必ず出席してください。出席できない場合は、事前にメールで連絡してください。 


